
　
幕
末
の
福
井
藩
主
・
松
平
春
嶽
は

「
幕
末
の
四
賢
侯
」と
呼
ば
れ
た
名
君

の
一
人
。
彼
の
も
と
に
は
坂
本
龍
馬

が
何
度
も
訪
れ
る
な
ど
、
幕
末
期
の

福
井
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

し
た
。

　
福
井
市
に
あ
る
養
浩
館
庭
園
は
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
後
期
に
か
け
て

造
ら
れ
た
福
井
藩
主
・
松
平
家
の
別

邸
。
明
治
17
年（
１
８
８
４
）に
春
嶽

に
よ
っ
て「
養
浩
館
」と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
姿
は
凛
と
し
て
美
し
く
、
今

も
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

激動の幕末にあった静寂
福井藩主・松平家の別邸

かつて「御泉水屋敷（おせんすいやし
き）」と呼ばれていた、福井藩主・松
平家の別邸。福井城址より約300ｍ
北に位置し、幕末には洋式銃の製造
所にもなっていました。池を全方向か
ら見渡せる回遊式林泉（りんせん）庭
園で、数寄屋造りの座敷部から眺め
る池は、見る人の心を落ち着かせてく
れます。

文政12年（1829）～明治42年（1909）
坂本龍馬が新政府の財政担当に登用するよう懇願
した人物が、福井藩士・由利公正（三岡八郎）だった。
熊本藩士・横井小楠に師事し、藩札の発行や産業振
興で福井藩の財政を立て直し、明治政府では現在の
財務大臣にあたる参与・御用金穀取扱に就任した。

天保５年（1834）～安政６年（1859）
医者の家庭に生まれた橋本左内は、
弱冠15歳で心得『啓発録』を記し、22
歳で福井藩政への登用が決まると、
藩校「明道館」で教育の振興を行う。
その後、松平春嶽に登用され、徳川慶
喜（後の第15代将軍）擁立に奔走する
が、安政の大獄にて処刑される。
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